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　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の世界的な感染拡大により，非常事態宣言および緊急事態宣
言が各国から発せられています。わが国でも2020年4月7日に政府から「新型インフルエンザ等対策特別
措置法に基づく緊急事態宣言」が7都府県に発令されました。わが国では過去に，1941年12月8日の太平
洋戦争開戦時，2011年3月11日の福島第一原子力発電所事故に対する原子力緊急事態宣言，そしてその
翌日の3月12日の福島第二原子力発電所の圧力抑制機能喪失に対する原子力緊急事態宣言がありました。
つまり，戦争や大災害に匹敵する非常事態になっているわけです。そして，社会経済的ダメージは測り
知れず，われわれの職種では医療崩壊という最悪のシナリオを避けるべく取り組みが行われています。
　その対象となる7都府県のうち，私の居住する神奈川県ではクルーズ船を受け入れた経験から，いち
早くオーバーシュートに備え，医療崩壊を防ぐための取り組みを進めてきており，新型コロナウイル
スの患者の受け入れ先を選定する調整本部が設置され，「神奈川モデル」を打ち出しました。「神奈川モ
デル」とは，重症患者への高度な医療を提供する体制を維持するため，中等症の患者を集中的に受け
入れる重点医療機関をあらかじめ指定し，2,500床を確保し，軽症や無症状の感染者は宿泊施設や自宅
で受け入れる方針を示したものです。その背景にはクルーズ船で対応した際に人工呼吸器は必要ない
ものの，酸素吸入などが必要な中等症の患者の搬送先の調整に苦慮した経験があったからとのことで
す。また，重症患者は高度医療機関で受け入れることとし，私の所属する大学病院がそれに指定され
ました。つまりICU管理の必要な患者を受け入れることとなり，麻酔科医を含めた必要医師数と，重
点医療機関では対応できない中等症の患者の受け入れも含めた必要ベッド数の確保のため，大幅に予
定手術枠が制限されました。待機手術である人工関節置換術は，感染，麻痺，骨折などの緊急性がな
ければすべて延期になりました。
　このような緊急・非常事態のなか，今回のテーマである「股関節領域の術前・術中支援技術Up to date」の
内容は，いささか後回しにされなければならないテーマかもしれません。しかしながら，いずれこのパン
デミックが落ち着いたときに備えて，再度冷静に最新情報である本テーマに立ち戻り，関心が寄せられ，
股関節領域における最新の医療の知識と技術を患者さんへ提供できる機会になることを信じております。

（高平尚伸）
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